
2019年度　全日本学生柔道優勝大会

令和元年度　中学校武道授業（剣道）指導法研究事業
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ニュース　全日本学生柔道優勝大会

２
０
１
９
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

　

２
０
１
９
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
��

回
・
女
子
��
回
︑
主
催
＝
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
・
毎
日

新
聞
社
︑
後
援
＝
日
本
武
道
館
ほ
か
）
は
６
月
��
日
・
��

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

大
会
に
は
全
国
９
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
が
集
ま

り
︑
大
学
日
本
一
を
賭
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
︒

　

男
子
は
︑東
海
大
が
決
勝
で
筑
波
大
を
３
︱
１
で
降く

だ

し
︑

４
年
連
続
��
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
︒

　

ま
た
女
子
５
人
制
で
も
︑
東
海
大
が
大
会
５
連
覇
中
の

山
梨
学
院
大
を
３
︱
０
で
破
り
︑
��
年
ぶ
り
５
回
目
の
頂

点
に
返
り
咲
い
た
︒

　

女
子
３
人
制
で
は
︑
明
治
国
際
医
療
大
が
東
京
女
子
体

育
大
に
２
︱
０
で
勝
利
し
︑
創
部
３
年
目
に
し
て
初
優
勝

を
飾
っ
た
︒

男 子

東
海
大
が

　

４
連
覇
達
成

男子決勝・副将戦＝東海大・太田（右）が大内刈を決める
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３
連
覇
中
の
東
海
大
は
、
準
決
勝
で
日

本
体
育
大
と
対
戦
す
る
。
日
本
体
育
大
は

日
本
大
、
天
理
大
を
接
戦
で
降く
だ

し
て
勢
い

に
乗
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
は
東
海
大
が
５

︱
０
で
圧
勝
し
、
４
連
覇
に
向
け
て
決
勝

に
駒
を
進
め
た
。

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
100
㎏
級

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
飯
田
健
太
郎
を
擁よ
う

す
る

国
士
舘
大
が
有
力
に
見
え
た
。
し
か
し
、

国
士
舘
大
と
筑
波
大
に
よ
る
準
決
勝
は
、

０
︱
０
で
大
将
戦
に
も
つ
れ
る
と
、
筑
波

大
の
田
嶋
が
飯
田
に
大
外
刈
を
決
め
て
勝

負
あ
り
。
筑
波
大
が
２
年
連
続
の
決
勝
進

出
を
決
め
、
昨
年
、
代
表
戦
の
末
に
敗
退

し
た
雪
辱
を
目
指
す
。

▽
決
勝

　
　
　

東
海
大　
　

３
︱
１　

筑
波
大

先
鋒　

立
川　

新　

引　

分　
佐
々
木
卓
摩

次
鋒　

清
水
拓
実　

合　

技
○
田
嶋
剛
希

五
将　
村
尾
三
四
郎　

引　

分　

石
川
竜
多

中
堅　

星
野
太
駆　

引　

分　

横
内
晋
介

三
将　

松
村
颯
祐
○
反
則
負　

上
野
翔
平

副
将　

太
田
彪
雅
○
大
内
刈　
千
野
根
有
我

大
将　

後
藤
龍
真

隅　

返　

関
根
聖
隆

　

先
鋒
戦
は
序
盤
か
ら
激
し
い
組
手
争
い

が
続
く
。
筑
波
大
・
佐
々
木
は
寝
技
に
持

ち
込
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
狙
う
が
、
東
海

大
・
立
川
は
上
手
く
躱か
わ

す
。
後
半
に
は
立

川
が
大
内
刈
、
背
負
投
と
得
意
技
を
出
す

が
惜
し
く
も
決
ま
ら
ず
。
両
者
決
め
手
を

欠
き
、
引
き
分
け
る
。

　

次
鋒
戦
は
185
㎝
・
150
㎏
の
東
海
大
・
清

水
と
、
172
㎝
・
90
㎏
の
筑
波
大
・
田
嶋
に

よ
る
対
決
。
身
長
で
劣
る
田
嶋
は
清
水
に

対
し
て
下
か
ら
し
っ
か
り
釣
手
を
摑つ
か

む
。

後
半
に
入
る
と
、
田
嶋
は
徹
底
し
た
組
手

か
ら
、
積
極
的
に
背
負
投
や
内
股
で
攻
め

て
い
く
。
開
始
３
分
半
過
ぎ
、
田
嶋
は
清

水
の
背
中
を
持
っ
て
大
内
刈
を
繰
り
出
す

と
技
有
の
判
定
。
そ
の
ま
ま
清
水
を
縦
四

方
固
で
抑
え
込
ん
で
、
田
嶋
が
合
技
一
本

勝
を
収
め
る
。

　

五
将
戦
、
今
年
２
月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
90
㎏
級
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
東
海
大
・
村
尾
は
、
１

年
生
な
が
ら
果
敢
に
前
に
出
て
い
く
。
し

か
し
筑
波
大
主
将
の
石
川
は
、
指
導
２
を

取
ら
れ
な
が
ら
も
村
尾
の
激
し
い
攻
め
を

凌し
の

ぎ
切
り
、
引
分
に
持
ち
込
ん
だ
。

　

中
堅
戦
、
東
海
大
・
星
野
が
右
組
、
筑

波
大
・
横
内
が
左
組
の
ケ
ン
カ
四
つ
。
星

野
は
足
技
を
中
心
に
攻
め
口
を
探
る
が
、

ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
引
分
。
筑
波
大
が
リ

ー
ド
を
守
る
。

　

三
将
戦
、
東
海
大
・
松
村
は
前
に
出
て

■
男
子
（
��
チ
ー
ム
出
場
）

圧
を
掛
け
て
い
く
。
一
方
、
松
村
の
組
手

を
嫌
う
筑
波
大
・
上
野
に
は
指
導
１
が
入

る
。
開
始
１
分
半
過
ぎ
、
松
村
が
内
股
で

攻
め
る
も
、
組
手
不
十
分
で
決
め
切
れ
な

い
。
松
村
の
厳
し
い
攻
め
に
対
し
、
防
戦

一
方
の
上
野
に
２
つ
目
の
指
導
が
入
る
。

な
お
も
松
村
は
上
か
ら
釣
手
を
摑
ん
で
上

野
を
逃
さ
ず
、
上
野
に
３
つ
目
の
指
導
が

宣
告
さ
れ
試
合
終
了
。
東
海
大
が
同
点
に

追
い
つ
く
。

　

昨
年
、
決
勝
戦
で
代
表
戦
を
制
し
た
東

海
大
主
将
の
太
田
が
副
将
戦
で
登
場
。
対

す
る
筑
波
大
・
千
野
根
は
１
年
生
。
太
田

は
釣
手
、
引
手
と
も
に
し
っ
か
り
摑
ん

で
、
落
ち
着
い
て
自
分
の
組
手
を
つ
く

準決勝①・大将戦＝東海大・太田（上）が
日本体育大・大吉に内股を決める

決勝・次鋒戦＝筑波大・田嶋（左）が
大内刈から縦四方固で合技一本勝

決勝・三将戦＝東海大・松村（右）は終始攻め続けた
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る
。
千
野
根
は
前
に
出
ら
れ
ず
指
導
１
が

与
え
ら
れ
る
。
試
合
開
始
１
分
16
秒
、
千

野
根
が
腰
を
引
き
な
が
ら
後
退
す
る
と
、

太
田
が
逃
さ
ず
に
豪
快
な
大
内
刈
で
一

本
。
主
将
の
一
本
で
東
海
大
が
逆
転
し
、

会
場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
る
。

　

大
将
戦
は
い
き
な
り
試
合
が
動
く
。
開

始
10
秒
、
東
海
大
・
後
藤
が
隅
返
で
技
有

を
奪
い
、
主
導
権
を
握
る
。
後
が
な
く
な

っ
た
筑
波
大
・
関
根
は
強
引
に
技
を
出
す

が
、
後
藤
を
捉
え
き
れ
な
い
。
後
藤
は
、

指
導
２
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
も
関
根
の
猛

攻
に
耐
え
抜
い
て
技
有
で
勝
利
し
、
東
海

大
の
優
勝
を
決
め
た
。

　

東
海
大
は
今
回
で
４
年
連
続
24
回
目
の

優
勝
と
な
っ
た
。
筑
波
大
に
先
手
を
打
た

れ
な
が
ら
も
優
勝
を
手た

繰ぐ

り
寄
せ
た
戦
い

ぶ
り
に
、
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
底
力
が
感
じ
ら
れ
た
。

◎
優
勝
＝
東
海
大
・
上
水
研
一
朗
監
督

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
先
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ

て
も
、
ど
う
取
り
返
す
か
を
計
算
で
き
る

よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は

２
点
取
ら
れ
て
か
ら
逆
転
し
て
優
勝
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
“
生

き
た
教
材
”
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
ミ
ス
が
あ
っ
た
時
に
ど
う
対
処

す
る
か
と
い
う
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
東
海
大
主
将
・
太
田
彪
雅
選
手

▶︎決勝・副将戦＝東海大・太田（上）は
　大内刈で優勝を大きく引き寄せた

◀︎決勝・大将戦＝東海大・後藤（左）対筑波大・関根

「
２
０
１
５
年
に
決

勝
で
筑
波
に
敗
れ

て
、
７
連
覇
で
途
絶

え
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
目
の
前
の
一
つ
一
つ
が
勝
負
だ
と
思
っ

て
や
っ
て
き
て
、
今
回
４
連
覇
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
で
は
シ
チ

「
決
勝
は
先
に
取
ら

れ
る
展
開
で
し
た

が
、
取
ら
れ
て
も
後

半
で
取
り
返
せ
ば
い

い
と
チ
ー
ム
内
で
確
認
し
て
い
た
の
で
、

み
ん
な
も
焦
ら
ず
に
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
組
手
で
翻
弄
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
を
克
服

で
き
る
よ
う
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
」

心技体 人を育てる総合誌
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女子５人制

東
海
大
が

　

12
年
ぶ
り
の
復
活
優
勝

■
女
子
５
人
制
（
��
チ
ー
ム
出
場
）

▽
決
勝

　
　
　

東
海
大　
　

３
︱
０　
山
梨
学
院
大

先
鋒　

富
沢
佳
奈
○
合　

技　

渕
田
萌
生

次
鋒　

竹
内　

鈴
○
小
外
掛　

金　
知　
秀

副
将　

立
川　

桃

小
内
刈　

多
田
純
菜

大
将　
児
玉
ひ
か
る　

引　

分　

高
橋
瑠
璃

　

先
鋒
戦
は
両
者
右
組
の
相
四
つ
。
昨
年

の
講
道
館
杯
57
㎏
級
で
優
勝
し
た
東
海

大
・
富
沢
は
、
体
落
を
中
心
に
仕
掛
け
て

い
く
。
試
合
中
盤
、
富
沢
が
組
み
際
の
大

外
巻
込
で
技
有
を
奪
う
。
富
沢
は
山
梨
学

院
大
・
渕
田
の
体
を
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
で
合
技

一
本
勝
。
東
海
大
は
貴
重
な
先
勝
を
あ
げ

る
。

　

次
鋒
戦
、
韓
国
代
表
と
し
て
今
年
の
グ

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
パ
リ
で
３
位
入
賞
の
山

梨
学
院
大
・
金
は
、
追
い
つ
こ
う
と
積
極

的
に
技
を
出
し
て
い
く
。
し
か
し
、
東
海

大
・
竹
内
も
先
鋒
戦
の
勝
利
に
背
中
を
押

さ
れ
た
の
か
、
中
盤
か
ら
徐
々
に
前
に
出

始
め
る
。
試
合
開
始
３
分
７
秒
、
竹
内
が

金
を
場
外
際
ま
で
押
し
込
ん
で
い
き
、
小

中
堅

引　

分　
瀬
戸
口
栞
南

エ
ル
ビ
ス
マ
ル

��

ロ
ド
リ
ゲ
ス

女子５人制決勝・先鋒戦＝東海大・富沢（左）が大外巻込で技有

準決勝①・次鋒戦＝東海大・竹内（左）が裏投を決める

　

過
去
優
勝
４
回
の
実
績
を
誇
る
も
の

の
、
２
０
０
７
年
以
来
、
優
勝
か
ら
遠
の

い
て
い
る
東
海
大
は
準
々
決
勝
で
龍
谷
大

を
３
︱
１
で
勝
利
す
る
と
、
準
決
勝
で
環

太
平
洋
大
と
対
戦
す
る
。
東
海
大
は
次

鋒
・
竹
内
が
裏
投
で
勝
利
す
る
と
、
そ
の

１
勝
を
守
り
切
り
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

も
う
一
方
で
は
昨
年
優
勝
の
山
梨
学
院

大
が
、
準
決
勝
で
国
士
舘
大
に
４
︱
０
で

貫
禄
の
勝
利
を
収
め
た
。
昨
年
、
史
上
初

と
な
る
５
連
覇
を
達
成
し
た
山
梨
学
院
大

は
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
決
勝
に

臨
む
。



6

ニュース　全日本学生柔道優勝大会

外
掛
を
仕
掛
け
、
鮮
や
か
に
一
本
勝
を
収

め
る
。

　

中
堅
戦
、
勝
負
を
決
め
た
い
東
海
大
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
上
背
を
活い

か
し
て
上
か

ら
釣
手
を
持
ち
、
試
合
を
有
利
に
進
め

る
。
対
す
る
山
梨
学
院
大
・
瀬
戸
口
も
終

盤
に
大
内
刈
で
ロ
ド
リ
ゲ
ス
を
押
し
込
む

が
、
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
ず
。
試
合
は
引

分
に
終
わ
る
。

　

副
将
戦
は
優
勝
に
王
手
を
掛
け
た
東
海

大
・
立
川
と
、
一
本
勝
が
絶
対
条
件
と
な

っ
た
山
梨
学
院
大
・
多
田
の
対
戦
。
多
田

は
再
三
内
股
を
仕
掛
け
る
が
、
引
手
が
不

十
分
な
た
め
ポ
イ
ン
ト
に
は
繋
が
ら
な

い
。
立
川
も
内
股
で
応
戦
し
、
多
田
を

徐
々
に
追
い
詰
め
て
い
く
。
終
盤
、
立
川

は
内
股
で
多
田
の
体
勢
を
崩
す
と
、
す
か

さ
ず
小
内
刈
に
移
っ
て
技
有
を
奪
う
。
そ

の
ま
ま
立
川
は
冷
静
に
多
田
の
猛
攻
を
凌

い
で
、
東
海
大
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

東
海
大
・
児
玉
と
山
梨
学
院
大
・
高
橋

に
よ
る
大
将
戦
は
引
き
分
け
、
３
︱
０
で

東
海
大
が
12
年
ぶ
り
の
頂
点
に
輝
い
た
。

　

近
年
は
、
男
子
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い

た
東
海
大
。
ア
テ
ネ
五
輪
78
㎏
超
級
金
メ

ダ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
塚
田
真
希
監
督
は
、

男
子
に
負
け
じ
と
選
手
た
ち
に
発
破
を
掛

け
続
け
た
と
い
う
。
12
年
ぶ
り
の
栄
冠

に
、
東
海
大
の
女
子
選
手
た
ち
は
目
を
潤

ま
せ
な
が
ら
喜
ん
で
い
た
。

　

一
方
、
敗
れ
た
山
梨
学
院
大
は
中
堅
の

瀬
戸
口
が
３
年
生
で
、
残
り
４
名
は
１
年

生
と
い
う
チ
ー
ム
編
成
で
あ
っ
た
。
来
年

以
降
も
優
勝
は
射
程
圏
内
だ
ろ
う
。

◎
優
勝
＝
東
海
大
・
塚
田
真
希
監
督

決勝・先鋒戦＝東海大・富沢（上）は大外巻込から
横四方固による合技一本勝でチームを勢いづけた

決勝・次鋒戦＝東海大・竹内（右）対
山梨学院大・金

決勝・副将戦＝東海大・立川（左）の
小内刈による技有が決勝点となった

「
男
子
が
優
勝
を
重

ね
て
き
て
、
そ
れ
を

見
て
女
子
が
喜
ん
で

い
る
状
況
が
あ
り
、

そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
応
援
は
し
ま
す
が
、
自
分
た
ち

が
何
か
を
成
し
遂
げ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
男
子
が
優
勝
し
て
、
悔
し
い
と
感
じ

な
さ
い
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
優
勝
で
き
て
感
無
量
で
す
。

苦
し
い
練
習
に
耐
え
て
、
そ
し
て
優
勝
す

る
こ
と
も
で
き
て
、
100
点
満
点
で
す
ね
」
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創
部
３
年
目
に
し
て
関
西
大
会
３
連
覇

中
の
明
治
国
際
医
療
大
は
、
初
戦
か
ら
準

決
勝
ま
で
１
点
も
失
点
を
許
さ
ず
に
、
２

年
連
続
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

も
う
一
方
で
は
東
京
女
子
体
育
大
が
、

４
連
覇
が
か
か
る
早
稲
田
大
を
代
表
戦
で

降
し
、
初
の
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

▽
決
勝

　
　
　
明
治
国
際
医
療
大　

２
︱
０　
東
京
女
子
体
育
大

先
鋒　

西
村
美
穂　

引　

分　
岩
永
ふ
く
み

中
堅　

足
達
実
佳
○
合　

技　

高
橋
純
奈

大
将　

林
美
七
海

小
内
刈　

冨
田
杏
樹

　

先
鋒
戦
は
明
治
国
際
医
療
大
・
西
村
が

左
組
、
東
京
女
子
体
育
大
・
岩
永
が
右
組

の
ケ
ン
カ
四
つ
。
開
始
か
ら
技
の
応お
う

酬し
ゅ
うが

続
く
が
、
両
者
決
め
手
を
欠
い
て
引
分
。

　

次
鋒
戦
、
明
治
国
際
医
療
大
・
足
達
が

東
京
女
子
体
育
大
・
高
橋
の
奥お
く

襟え
り

を
持
っ

て
自
分
の
組
手
を
つ
く
る
。
試
合
開
始
１

分
半
過
ぎ
、
足
達
が
大
外
巻
込
で
技
有
を

奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
後
袈
裟
固
に
移
行
。

足
達
は
高
橋
を
抑
え
込
ん
で
合
技
一
本
勝

と
な
る
。
足
達
の
勝
利
で
、
明
治
国
際
医

療
大
が
優
勝
を
大
き
く
引
き
寄
せ
る
。

　

大
将
戦
、
後
が
な
い
東
京
女
子
体
育

大
・
冨
田
は
序
盤
か
ら
怒ど

涛と
う

の
攻
め
を
見

せ
る
。
対
す
る
明
治
国
際
医
療
大
・
林
は

冨
田
の
猛
攻
を
冷
静
に
躱
し
つ
つ
、
足
技

で
機
会
を
窺う
か
がう
。
終
盤
、
林
が
不
十
分
な

組
手
か
ら
強
引
に
小
内
刈
を
仕
掛
け
る

と
、
こ
れ
が
技
有
の
判
定
。
そ
の
ま
ま
時

間
と
な
り
、
明
治
国
際
医
療
大
が
初
優
勝

に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝

　
　

明
治
国
際
医
療
大
・
小
川
豊
清
監
督

■
女
子
３
人
制
（
��
チ
ー
ム
出
場
）

女子３人制

明治国際医療大が
創部３年目で初優勝

︻
大
会
結
果
︼

■
男
子

◎
優　

勝
＝
東
海
大

○
準
優
勝
＝
筑
波
大

▽
第
３
位
＝
日
本
体
育
大

　
　
　
　
　

国
士
舘
大

▽
優
秀
選
手
＝
太
田
彪
雅
（
東
海
大
）、
松

村
颯
祐
（
東
海
大
）、
石
川
竜
多
（
筑
波

大
）、田
嶋
剛
希
（
筑
波
大
）、大
吉
賢
（
日

本
体
育
大
）、
山
下
魁
輝
（
国
士
舘
大
）、

岩
田
歩
夢
（
山
梨
学
院
大
）、
中
野
寛
太

（
天
理
大
）、
神
鳥
剛
（
明
治
大
）、
空
辰

乃
輔
（
早
稲
田
大
）

■
女
子
５
人
制

◎
優　

勝
＝
東
海
大

○
準
優
勝
＝
山
梨
学
院
大

▽
第
３
位
＝
環
太
平
洋
大

　
　
　
　
　

国
士
舘
大

▽
優
秀
選
手
＝
竹
内
鈴
（
東
海
大
）、
瀬
戸

口
栞
南
（
山
梨
学
院
大
）、佐
藤
晴
菜
（
国

士
舘
大
）、
秋
場
麻
優
（
環
太
平
洋
大
）、

坪
根
菜
々
子
（
福
岡
大
）、奥
本
華
月
（
帝

京
大
）、
出
村
花
恋
（
龍
谷
大
）、
寺
田

宇
多
菜
（
桐
蔭
横
浜
大
）

■
女
子
３
人
制

◎
優　

勝
＝
明
治
国
際
医
療
大

○
準
優
勝
＝
東
京
女
子
体
育
大

▽
第
３
位
＝
創
価
大

　
　
　
　
　

早
稲
田
大

▽
優
秀
選
手
＝
足
達
実
佳
（
明
治
国
際
医

療
大
）、
岩
永
ふ
く
み
（
東
京
女
子
体
育

大
）、
岡
田
蛍
（
早
稲
田
大
）、
小
山
内

茉
緒（
創
価
大
）、大
山
美
穂（
名
城
大
）、

網
内
菜
々
子
（
九
州
共
立
大
）、
髙
橋
麻

莉
弥
（
皇
學
館
大
）、
山
室
未
咲
（
慶
應

義
塾
大
）

◀︎ 女子３人制決勝・中堅戦＝明治国際医療大・足達（上）は
　大外巻込からの後袈裟固で合技一本勝を収めた

「
今
大
会
で
は
実
力

が
拮
抗
し
て
お
り
、

ど
の
チ
ー
ム
に
も
優

勝
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
私

た
ち
も
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

優
勝
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
」

心技体 人を育てる総合誌
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ͦͷྺ࢙ͱ技๏ॊಓॊಓ
筑波大学体育系教授 ౻ಊ ྑ໌ 著

ୈҰষɹ૊౼ͪͷى Γ͜ͱ技๏
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

ୈೋষɹॊज़ॾྲྀ೿ͷྺ࢙ͱ技๏
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

ୈࡾষɹߨಓؗॊಓͷྺ࢙ͱ技๏
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

ୈ࢛ষɹୈೋੈ࣍քେઓޙͷॊಓ෮׆ͱ技๏
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

ୈޒষɹॊಓ技๏ͷมભͱࡍࠃԽ΁ͷ՝୊
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

໨ɹ࣍

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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日本武道館発行の単行本

໾ʹཱͭ
গ೥ॊಓࢦಋ๏

തװ Ҫ޲ ஶ
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

ॊಓͷࢠঁ
ɹɹྺ࢙ͱ՝୊

߳ ޱࢁ ஶ
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

ా୅͠ΜͨΖ͏ ஶ
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

ɺͳͥ෢ಓ͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ ஶ
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

Յೲޒ࣏࿠ൣࢣʹֶͿ

ଜా ௚थ ஶ
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

େઌഐʹฉ͘

ా୩ কढ़ ஶ
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

෢ಓʹ͓͚る
ɹɹɹ਎体ͱ心

લྛ ਗ਼࿨ ஶ
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ॊಓ͸
͢͹Β͍͠

ෲ޺ רҰ ஶ
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

#6%0ɿ
5)& ."35*"- 8":4 0' +"1"/

೔ຊ෢ಓؗ ฤ
຋༁ɾฤूɿΞϨΩαϯμʔɾϕωοτ

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

೔ຊ෢ಓؗ ฤ

೔ຊͷ෢ಓ

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

ʕͦͷྺ࢙ͱ՝୊
ॊಓͷࡍࠃԽ

ଜా ௚थஶ
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

Ͳ΋ͷ心を育Ήࢠ
෢ಓ

ੁ໺ɹ७ ஶ
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース　݋道ࢦಋ๏ۀࣄڀݚ

●
開
講
式　

　

記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、
午
後
２
時
か

ら
開
講
式
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
主
催

者
を
代
表
し
て
、
網あ

代じ
ろ

忠た
だ

宏ひ
ろ

全
日
本
剣
道

連
盟
常
任
理
事
が
「
中
学
校
武
道
必
修
化

に
伴
う
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
は
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目

指
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
な
形
で
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
施

策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
武
道

必
修
化
は
波
に
乗
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
小
学
校
に
も
武
道
必
修
化
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
備
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
三み

藤ふ
じ

芳よ
し

生お

日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
事
務
局
長
が
「
次
期
学
習
指
導
要

領
で
は
、
武
道
全
９
種
目
が
並
列
明
記
さ

れ
、
さ
ら
に
今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
外

部
指
導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目
の
モ
デ

ル
実
践
校
の
事
業
化
を
果
た
し
て
く
れ
ま

し
た
。
来
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
全
国

剣
道
指
導
者
研
修
会
を
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
３

年
後
に
は
日
本
武
道
協
議
会
が
設
立
45
周

年
を
迎
え
、
少
年
少
女
武
道
の
活
性
化
と

人
口
増
、
小
学
校
高
学
年
へ
の
武
道
の
導

入
を
目
的
に
指
導
書
を
５
万
部
刊
行
し
、

全
国
の
中
学
校
や
道
場
な
ど
に
配
布
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
の

武
道
必
修
化
の
実
現
に
向
け
て
、
効
果
が

上
が
る
研
究
事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

●
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し　

　

開
講
式
終
了
後
、
昨
年
度
の
全
国
剣
道

指
導
者
研
修
会
の
担
当
コ
マ
ご
と
に
反
省

と
改
善
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

休
憩
後
に
各
グ
ル
ー
プ
で
協
議
し
た
内

容
を
全
体
で
共
有
し
、
今
年
度
の
指
導
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更
点
を
確
認
し
た
。

　

令
和
元
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
剣
道
）
指
導
法
研
究
事
業
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・

全
日
本
剣
道
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
︑
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
が
７
月
５
日
～
７
日

に
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

今
年
度
の
研
究
事
業
で
は
︑
令
和
元
年
度
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
の
指
導
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
と
︑
現
行
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
て
い
る
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会

を
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
準
備

作
業
を
中
心
に
︑
検
討
協
議
が
行
わ
れ
た
︒

■
７
月
５
日

指導ガイドラインを見直し、
ྩ࿨ݩ೥౓த学ߍ෢道तۀʢ݋道ʣࢦಋ๏ۀࣄڀݚ

新たな試みとして「竹刀を小さく振る新聞紙切り」の感触を確かめた

新たなスタートを
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▽
「
剣
道
授
業
に
お
け
る
安
全
・
衛
生
管

理
」

　

神か
ん

﨑ざ
き

浩ひ
ろ
し研
究
者
か
ら
「
授
業
で
は
技

能
の
上
達
を
考
え
る
と
、
本
来
の
規
格
よ

り
も
軽
く
短
い
竹
刀
を
使
用
し
、
生
徒
の

成
長
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
衛
生
面
で
は
床
に
手
を
つ
く
こ
と
が

あ
る
の
で
、
授
業
後
は
手
洗
い
を
徹
底
さ

せ
る
。
さ
ら
に
剣
道
具
の
購
入
・
管
理
は

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
剣
道

具
を
安
価
で
リ
ー
ス
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
」
と
報
告
し
た
。

▽
「
体
罰
・
暴
力
に
よ
ら
な
い
指
導
」　

　

花は
な

澤ざ
わ

博ひ
ろ

夫お

研
究
者
が
体
罰
の
実
態
、
マ

ス
コ
ミ
等
の
資
料
や
文
科
省
の
報
告
資

料
・
調
査
結
果
を
説
明
し
た
。
続
い
て
、

藤ふ
じ

田た

弘ひ
ろ

美み

研
究
者
か
ら
「
生
徒
が
恐
怖
を

感
じ
る
よ
う
な
高
圧
的
な
態
度
も
体
罰
と

捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
武
道
で

は
直
接
相
手
を
打
つ
・
投
げ
る
と
い
う
身

体
接
触
が
あ
る
の
で
、
そ
の
指
導
の
在
り

方
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
」
と
指
導
方
法

に
つ
い
て
、
現
役
校
長
と
い
う
立
場
か
ら

注
意
点
を
強
調
し
た
。

▽
音
楽
を
活
用
し
た
剣
道
授
業

　
「
リ
ズ
ム
剣
道
に
よ
る
授
業
展
開
」

　

実
技
３
の
音
楽
を
活
用
し
た
授
業
例
で

は
佐さ

藤と
う

義よ
し

則の
り

研
究
者
か
ら
改
め
て
リ
ズ
ム

剣
道
の
基
本
曲
を
「
ネ
リ
ー
ブ
ラ
イ
」
と

す
る
こ
と
の
再
確
認
が
あ
っ
た
。
他
に
も

生
徒
た
ち
の
時
代
認
識
や
習
熟
度
に
合
わ

せ
た
テ
ン
ポ
の
変
化
に
対
応
し
た
「
365
日

の
紙
飛
行
機
」「
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
」
な
ど
の

曲
を
紹
介
し
た
。「
当
初
は
６
呼
間
で
振

っ
て
い
た
が
、
８
呼
間
に
変
更
し
た
方
が

生
徒
は
振
り
や
す
い
。
遅
い
テ
ン
ポ
か
ら

早
い
テ
ン
ポ
に
段
階
的
に
選
曲
し
て
ほ
し

い
」
と
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
研
修

会
で
の
経
験
を
基
に
改
善
点
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

三藤芳生日本武道館
常任理事・事務局長

網代忠宏
全日本剣道連盟常任理事

　

ま
た
、
柴し
ば

田た

一か
ず

浩ひ
ろ

研
究
者
か
ら
「
小
手

を
打
つ
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
新
聞
紙
の
下

半
分
を
小
刻
み
に
切
る
方
が
、
試
合
で
攻

防
を
味
わ
わ
せ
る
と
い
う
段
階
に
な
っ
た

時
に
相
手
を
速
く
打
つ
と
い
う
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
大
き
く
振
り
か
ぶ

っ
て
上
か
ら
振
り
下
ろ
す
形
だ
と
新
聞
紙

が
切
れ
な
い
生
徒
が
多
い
が
、
こ
の
方
法

だ
と
比
較
的
成
功
す
る
生
徒
が
多
い
」
と

報
告
が
あ
り
、
研
究
者
全
員
で
新
た
な
試

み
と
し
て
、
翌
日
の
実
技
の
中
で
確
認
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。◇

　

夕
食
後
、
軽か
る

米こ
め

満み
つ

世よ

研
究
者
が
全
国
指

導
者
研
修
会
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
百な
き
り鬼

史ふ
み

訓の
り

研
究
者
が
剣
道
授

業
の
現
状
に
つ
い
て
、
指
導
現
場
の
授
業

写
真
を
交
え
報
告
し
、
全
員
で
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
初
日
は
終
了
し
た
。

指導ガイドラインの見直しを行った

基本動作「体さばき」の指導方法について確認

心技体 人を育てる総合誌
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●
実
践
研
究

▽
「
剣
道
授
業
に
お
け
る
評
価
」

　

午
前
は
、
藤
田
研
究
者
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
用
い
て
新
学
習
指
導
要
領
の
変
更

点
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
佐
賀
県
の
中

学
校
剣
道
授
業
の
映
像
資
料
を
全
員
で
視

聴
し
た
。
引
き
続
き
、
３
人
１
組
に
分
か

れ
て
、
12
時
間
の
授
業
時
間
を
想
定
し
た

知
識
、
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
の
観
点

別
に
指
導
内
容
と
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

▽
「
剣
道
授
業
に
お
け
る
楽
し
い
動
機
づ

　

け
」

　

柴
田
研
究
者
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
新
聞

紙
切
り
に
つ
い
て
全
員
で
実
践
し
た
。
新

聞
紙
の
下
半
分
を
小
さ
な
振
り
で
切
る
と

い
う
体
験
を
さ
せ
た
後
、
大
き
く
振
り
か

ぶ
っ
て
新
聞
紙
を
切
り
裂
く
、
と
い
う
流

れ
に
生
徒
が
楽
し
め
る
こ
と
と
、
技
術
習

得
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
好
感

触
を
得
た
。

▽
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」

　

午
後
は
、
宮み
や

原は
ら

昇し
ょ

治う
じ

研
究
者
を
中
心
に

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
の

指
導
並
び
に
発
声
方
法
に
つ
い
て
、
実
技

ニュース　݋道ࢦಋ๏ۀࣄڀݚ

グループ別に 12 時間授業を想定し、実際に評価の観点を確認
藤田研究者が新学習指導要領における

評価の観点について解説

一斉指導での号令のかけ方について全員で実践した
百鬼研究者が最新の竹刀検査用基準器を

使用した安全点検について説明した

■
７
月
６
日

を
交
え
な
が
ら
検
討
し
た
。

　

網
代
研
究
者
か
ら
は
「
剣
道
を
専
門
と

し
な
い
教
員
が
一
斉
指
導
で
授
業
を
行
う

場
合
に
は
、
ま
ず
教
員
自
身
が
動
作
を
し

っ
か
り
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
そ

の
上
で
現
場
で
や
り
や
す
い
指
導
方
法
で

授
業
を
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。
講
師
を

担
当
す
る
方
に
は
、
最
初
か
ら
教
え
切
ら

ず
、
材
料
を
提
示
す
る
つ
も
り
で
指
導
に

あ
た
っ
て
欲
し
い
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

▽「
基
本
と
な
る
技
の
段
階
的
な
指
導（
相

　

手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
）」

　

続
い
て
、
軽
米
研
究
者
が
中
心
と
な
り

「
基
本
と
な
る
技
の
段
階
的
な
指
導
（
相

手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
）」
に
つ

い
て
、
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
文

言
の
確
認
と
内
容
並
び
に
指
導
方
法
の
共

通
理
解
を
図
っ
た
。

▽
「
剣
道
具
・
竹
刀
の
安
全
」

　

そ
の
後
は
、
百
鬼
研
究
者
が
全
日
本
剣

道
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た

竹
刀
検
査
用
基
準
器
の
説
明
の
他
、「
剣

道
具
・
竹
刀
の
安
全
」
に
つ
い
て
解
説
を

し
た
。
事
故
予
防
策
と
し
て
、
安
全
管
理

の
徹
底
が
非
常
に
重
要
で
、
竹
刀
・
剣
道

具
の
安
全
管
理
と
事
前
の
点
検
作
業
や
熱

中
症
の
予
防
、
衛
生
管
理
の
必
要
性
に
つ

い
て
再
確
認
を
行
っ
た
。
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佐藤研究者を中心に研修会の
日程表のコマ割りを検討

ྩ࿨ݩ೥౓த学ߍ෢道तۀʢ݋道ʣࢦಋ๏ۀࣄڀݚ
฽Ұཡ໊ऀڀݚ

　Ὂऀڀݚ
　　網代忠宏　全日本剣道連盟常任理事
　　　　　　　全日本学校剣道連盟専務理事
　　百鬼史訓　全日本剣道連盟常任理事
　　　　　　　東京農工大学名誉教授
　　佐藤義則　全日本学校剣道連盟常任理事
　　軽米満世　全日本剣道連盟常任理事
　　　　　　　袖ヶ浦市立総合教育センター教育相談員
　　花澤博夫　大阪体育大学非常勤講師
　　　　　　　大阪学校剣道連盟副会長
　　宮原昇治　全日本学校剣道連盟理事
　　　　　　　静岡県剣道連盟顧問
　　仮屋達彦　全日本学校剣道連盟理事
　　　　　　　滋賀県剣道連盟副会長
　　神﨑　浩　大阪体育大学体育学部教授
　　山神眞一　香川大学学長特別補佐・教育学部教授
　　有田祐二　筑波大学体育系准教授
　　山田博子　栃木県教育委員会副主幹
　　井上　孝　香川県まんのう町学校支援員
　　藤田弘美　行橋市立今元小学校校長
　　柴田一浩　流通経済大学教授
　Ὂࣄ຿ہʢ日本෢道ؗʣ
　　中島昭博　振興部振興課長
　　末吉　潤　振興部振興課主任
　　鶴麻奈美　振興部振興課事務員　　　　　　（順不同）

■
７
月
７
日

の
コ
マ
割
り
を
検
討
協
議
し
、
実
施
要
項

案
に
加
筆
・
修
正
を
行
い
、
次
年
度
以
降

の
変
更
内
容
等
の
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

●
閉
講
式

　

ま
ず
、
稲い
な

川が
わ

泰や
す

弘ひ
ろ

全
日
本
剣
道
連
盟
副

会
長
が
主
催
者
挨
拶
で
「
現
在
、
剣
道
界

で
は
小
学
校
で
剣
道
を
始
め
、
中
学
校
で

辞
め
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
い
。
こ
れ
を

何
と
か
解
決
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
次

年
度
以
降
、
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
も

新
た
な
形
と
な
る
の
で
連
盟
と
し
て
も
最

大
限
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
中
島
昭
博
日
本
武
道
館
振
興

課
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
３
日
間
の

全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

最
終
日
は
、
令
和
２
年
度
以
降
の
全
国

剣
道
指
導
者
研
修
会
に
向
け
て
、
日
程
表

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁
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